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　近年マグネシウムが世界的にブームを起こして

いる。工業材料としてマイナーなこの金属の需要

がここ数年の間に大きな進展をみせているが、そ

の主役はダイカスト品である。西側世界でのここ

10年間におけるマグネシウムダイカスト品の年生

産量の推移を上図に示す。最近の生産量の急激な

伸びは欧米での自動車部品へのマグネシウム合金

の採用によるものが中心で、そのなかには少量な

がらわが国の生産量の増加分も含まれているが、

欧米と日本とでは状況がいささか異なる。

　欧米では、環境問題に端を発した自動車の燃費

向上のための軽量化に対応して、米国やドイツが

積極的にマグネシウム合金部品を採用したことが

ブームの始まりであるが、わが国ではノート型パ

ソコンや携帯電話等の携帯型電子機器への応用が

中心となっている。この携帯機器へのマグネシウ

ム合金の需要量は重量としてはさほどではなく、

上記の年生産量上昇での大きな要因とはなってい

ない。

　自動車にしろ電子機器にしろマグネシウム合金

部品の採用はその利点を活用し、社会や環境に多

くの貢献をするものと信じるが、それをなすには

解決すべき多くの課題がある。最も基本的なこと

は、マグネシウムを取り扱う各工程において安全

作業基準を厳守することである。このことは、す

べての金属工業にいえることではあるが、特にマ

グネシウムは危険な金属とのイメージが強い。事

実、活性である。従って、事故の発生は著しくマ

グネシウムの印象を損ねる。

　製造工程各部門のそれぞれに適応した作業管理

が徹底して行われなければならない。

　次は、良質な製品を製造する技術の確立である。

かつてはマグネシウムは耐食性が悪いといわれて

いたが、最近は耐食性に対する不純物の効果につ

いて研究が進み、管理された溶湯処理と不純物の

制御によって、機器の寿命が終わるまで十分に使

用に耐え得る良質な合金部品が生産されている。

“腐りやすい”というイメージからの脱却である。

　マグネシウムはリサイクル性がよいから環境に

やさしい金属であるといわれている。しかし、再

処理の全工程で発生する排出物を含めて、完全に

無公害な作業及び処理方法を確立することと、ス

クラップを回収して再処理するための社会下部

（インフラ）構造の整備とが非常に大きな課題であ

る。それらに費用がかかりすぎて、国際競争の場

で再生二次地金が一次地金よりも高価となりかね
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          JRCM REPORTJRCM REPORTJRCM REPORTJRCM REPORTJRCM REPORT

1. 1. 1. 1. 1. シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム

 平成12年3月6日～3月10日にZeuthen/
Berlin（ドイツ）で行われた3rd Inter-
national Symposium on Blue Laser
and Light Emitting Diodes （ISBLLED
2000）に参加して、「21世紀のあかり」
のために青色・紫外LEDに関する技術
動向を調査した。参加者は148人（うち、
日本48人、ドイツ44人、米国15人）で、
招待講演12件、口頭発表35件、ポスタ
ー40件、合計87件の発表があった。比
較的小規模な会合であり、密度の濃い
発表・討議が交わされた。以下、興味
深い発表について記す。多くの意欲的
な試みが、それぞれ明確な目的性のも
とになされていることがわかる。
・ 時間分解ＰＬ(Photo-Luminescence)
法によってInGaNエピ層の光学的特
性を測定し、発光機構において、電子
のポーラロン状態が支配的であるモデ
ルを提案した。<H. Kudo, Yamaguchi
Univ.他　（「21世紀のあかり」からの
発表)>

・高圧溶液成長法により、最大寸法12 mm
径、転位密度106 cm-2 以下のGaN単
結晶が得られた。<Ｏ.Ｏda, Japan
Energy Corp.他　（「21世紀のあかり」
からの発表)>

・ＯＳＲＡＭはLD(Laser Diode)にも
照明用LEDにも注力している。格子
不整合が小さいことと導電性である
ことに着目して、SiC基板上にGaNを
成長。【本シンポジウムの冒頭の発表
であり、市場性や研究方向を網羅し

て、強い印象を与えた。】<V. Harle,
ＯＳＲＡＭ Opto Semiconductors,
Germany他>

・ＭＯＣＶＤ(Metal-Organic Chemical
Vapor Deposition)により6Ｈ-ＳiＣ
(0001)基板上にAlN/AlGaN, AlN/
InAlGaN量子井戸を成長し、230～
250 nm（短波長紫外光）の強いPL発
光を得た。<H. Hirayama, Riken他>

・将来の低価格化を目指して、安価、高
品質なSi(111)基板上にGaN:Mg/
AlGaNシングルへテロ構造LEDを作
製し、380nm の EL(Electro-Lumi
nescence)を観察した。<F.B. Naranjo,
Ciudad Univ., Spain他>

・ 低価格の可視～紫外LEDを目指して、
GaAs(001)基板上に立方晶GaNを成
長させ、430 nmのELを観察した。
<Y. Taniyasu, Chiba Univ.他>

・高圧溶液成長法によるバルクGaN基
板上及びＨＶＰＥ(Hydride Vapor
Phase Epitaxy)法で、SiC基板に成
長した GaN 層上にGaN LED を作製
し、ともにサファイア基板上のGaN
LEDの約５倍の光出力を得た。<H. Y.
Chung, Univ. Ulm, Germany他>

・サファイア上に HVPE法で GaN厚膜
エピ層を成長させ、紫外レーザパル
ス照射により基板とエピ膜を剥離し、
バルクGaN基板（最大径2インチ×
厚さ300μm）を得た。この基板上に
低圧ＭＯＣＶＤ法で厚さ2μmのGaN
膜を成長した。<C. R. Miskys, Tech.
Univ. Munich, Germany他>

・ピエゾ電界のない方位でGaNを成長

海外出張報告海外出張報告海外出張報告海外出張報告海外出張報告
青色レーザ青色レーザ青色レーザ青色レーザ青色レーザ・・・・・LEDLEDLEDLEDLED 国際シンポジウム報告国際シンポジウム報告国際シンポジウム報告国際シンポジウム報告国際シンポジウム報告

21 世紀のあかり推進部主任研究員          西川重昭西川重昭西川重昭西川重昭西川重昭

させることにより、紫外LEDの発光効
率が大幅に増大(10～100倍)すること
を期待して、ＬｉＡｌＯ2基板上に(1-100)
方位のGaNを成長。＜P. Waltereit,
Paul-Drude-Institut, Germany他>

・ユニポーラLEDという、新しいLED
構造の概念を提示した。p型層が不
要であり、p型層の成長やp型電極の
作製等の困難な技術的課題の解決が
不要となる。赤、緑、青が発光する
カスケードの多重量子井戸を作製す
ると、１つのLEDで白色LEDが可能
となる。<Y.T. Rebane, Ioffe Inst.,
Russia他>

2 .  2 .  2 .  2 .  2 .  ベルリン、ベルリン、ベルリン、ベルリン、ベルリン、ドイツドイツドイツドイツドイツ

 会場はベルリン市内から電車で40分
ほどの湖畔のベッドタウン兼リゾート
地にあり、旧東ドイツに属する。ベル
リンの中心部は、ベンツとソニーが競
って建てた斬新なビルに代表されるよ
うに、建設ラッシュの最中であるが、

ない。高効率なリサイクル機構の整備が望まれる。

　その他、後継人材の育成、情報の公開・交流、

データベースの整備、新合金特に耐熱合金及び展

伸用合金の研究・開発、高能率な加工技術の開発

等々を世界的な視野で推進しなければ、競合材

料に後れをとり、それらと共存できる分野の用途に

おいてさえ、立場を失うことになりかねない。い

まやマグネシウム業界は正念場に立たされており、

将来の輝かしい発展のために一層の努力が必要で

ある、と自戒している。

ISBLLED 2000の会場の前で
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これに負けずベルリン近郊でも建設は
盛んである。会場から徒歩15分くらい
のところにある丘をひらいて、日本で
「ニュータウン」と呼ばれるような大
規模なアパート群が建設中だった。経
済がよければ人心は安定するというわ
けで、現在ベルリンは信じられないほ
ど安全な都市である。夜中近くに、人
通りの少ない都心の路地を、若者も老
人も平気で１人や２人で歩いている。
ただし、景気がよいのはベルリン周辺
だけであり、他の旧東ドイツ地域では
不況が深刻だと、何人かのドイツ人参
加者がいっていた。
 ポーランド出身という１人のシンポ
ジウム参加者は、３つの立場でブラン
デンブルク門を東側から見たと、昼食

のとき感慨深げに話していた。つまり、
最初はポーランド軍の兵士として警備
の応援（訓練）で、その後米国へ亡命
してから一時訪問者として正式にチェ
ックポイントを通って、次は壁の崩壊
後に制約なく東側へ行って。
 いまでも旧東ドイツ地域にはカール
マルクス通りやフリードリヒエンゲル
ス通りがたくさんあるようで（会場の
すぐ脇にもあった）、ソ連の戦勝碑やナ
チスの暴行を非難するプレート等もあ
ちこちで見かけた。ドイツは現代史の
なかでしっかりと生きており、一面的
な理解はできないようである。
 さきほど述べた「ニュータウン」の
すぐ隣には、おそらく数十haの広大な
土地が人間（及び飼い犬）立入禁止の

自然保護区域として残されている。ま
た、ベルリンの中心（旧西ベルリン側）
には落ち葉にも枯れ枝にも一切手を付
けない方針と見える数平方kmの林が広
がっていて、周辺では野生のイノシシ
が出るそうである。
 さらに、ベルリンフィルハーモニー
のコンサートでは、新年特別公演を除
いて5000円以上の席は存在しない。コ
ンサートを終えたベルリンフィルの女
性バイオリニストが、ステージで身に
つけていた質素な黒のパンツ姿でバッ
クパックを背に地下鉄でひとり帰路に
つく。日本では想像しにくいこういう
ものが、豊かさの大きな要素なのだろ
う。いやはやドイツは奥が深い。

腐食環境実フィールド実証化技術腐食環境実フィールド実証化技術腐食環境実フィールド実証化技術腐食環境実フィールド実証化技術腐食環境実フィールド実証化技術
研究開発部研究開発部研究開発部研究開発部研究開発部

　本研究は、石油公団（JNOC）の特別研
究「腐食環境実フィールド実証化技術」
のサブテーマ１「コーティッドチュービ
ングの実証試験」及びサブテーマ２「地
表／坑内用周辺機器等の開発」を平成
６年度から６年計画で進めたJNOC と
JRCM との共同研究である。本研究の
目的は、前特別研究「高温腐食環境下
生産技術」でのサブテーマ「耐腐食性
材質及びシーリング技術開発」（昭和
60年から平成５年度まで実施）で開発
されたコーティッドＴＢＧ（チュービ
ング）の耐腐食性を実フィールドで実
証し、併せて同環境で使用可能な地表
／坑内用周辺機器等に用いる部材を開
発することにある。
　以下、これまでの技術開発の経緯に
ついてサブテーマごとに概説する。

１．１．１．１．１．コーティッドＴＢＧの実証コーティッドＴＢＧの実証コーティッドＴＢＧの実証コーティッドＴＢＧの実証コーティッドＴＢＧの実証
試験試験試験試験試験

1 . 11 . 11 . 11 . 11 . 1　実証試験　実証試験　実証試験　実証試験　実証試験
　本テーマの目的は前特別研究で開発

されたコーティッドＴＢＧの耐腐食性を、
高濃度の硫化水素ガスを含むサワー環
境下にある実坑井のフィールド試験で
実証することにある。技術課題は、実
証化に適う坑井環境条件を有する実証
試験用井戸を調査・選定し、井戸保有
先と折衝して実管試験を実施すること
であった。
　Ｌ80鋼製素管の内面に高Ｎｉ合金（Ｃ
276）をプラズマ肉盛溶接法で約１㎜厚
に被覆した試作サンプル５本(４ｍ管）
を、世界有数の高サワー環境条件をも
つロシア共和国アストラハンガス田の
№106坑井の深さ約4,000ｍの位置に設
置し、約１年半の生産稼働後、設置サ
ンプルを平成11年６月上旬に回収した。
表－１に坑井の環境条件を、図－１に
ガス田の所在地と生産稼働中の井戸の
写真を、図－２にサンプル配置概念図
と回収したサンプルの写真を示した。
回収サンプルを日本に搬送して評価試
験を実施した結果、十分な耐腐食性を
有することが確認された。

ガス生産量(ｍ3/Ｄ)
深度(ｍ)
坑底温度(℃)
H2S濃度(vol％)
CO2濃度(vol％)
Cl-濃度(mg/l)

200,000
4,030
110
23
14

20,000

表－１ №106坑井の腐食環境と生産量

油 田
ガス田

□モスクワ

ボルガ河

オレンブルグ

ウラル川

ボルゴグラード
エンバ川

アストラハン
カスピ海カスピ海カスピ海カスピ海カスピ海

0     500㎞

(a) アストラハンの所在地

(b) 生産稼働中の№106坑井

図－１ アストラハンガス田

北
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1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 基材の高強度化と二次加工技術基材の高強度化と二次加工技術基材の高強度化と二次加工技術基材の高強度化と二次加工技術基材の高強度化と二次加工技術
 本テーマの目的は、坑井の大深度化
に対応できる高強度の基材鋼管を開発
し、また、縮径加工法により広範囲の
外径寸法を有するコーティッドＴＢＧが
提供できる二次加工技術を開発するこ
とにより、コーティッドＴＢＧの実用化に
際して応用範囲を広めることである。技
術課題は、プラズマ肉盛による被覆処理
が可能な高強度(758MPa)素鋼管の
開発、並びに被膜の損傷や界面の密着
性を損なわずにコーティッドＴＢＧの口径
変更できる技術を開発することである。
 図－３に開発成果を示した。90ksi級
強度で焼入れ・焼戻し特性が優れてい
る素管は0.3C-1Cr-0.2Mo-0.05V組成
を有する鋼管である。また、小口径化
にはコールドピルガー圧廷法が優れて
いることが判明した。
1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 実用化への展望実用化への展望実用化への展望実用化への展望実用化への展望
 以上の結果から、世界で最もきびし

いサワー環境をもつ坑井で耐腐食性を
有することが実証され、コーティッドＴＢＧ
のユーザーである石油開発企業に対し
て、信頼度・納得感を与えることがで
きる技術データを得ることができた。
また実用化に際しては、高深度用ある
いは小口径用等広範囲の材料提供も可
能となった。実用化の時期については、
材料のコストパフォーマンスが合致す
る経済環境、換言すれば本材料が必要
とされるサワー環境にある油・ガス田
の開発が、世界的なエネルギー需給状
況から惹起されるか否か等の経済環境
に大きく左右され、現時点での予測は
困難である。

２．２．２．２．２．地表／坑内用周辺機器等地表／坑内用周辺機器等地表／坑内用周辺機器等地表／坑内用周辺機器等地表／坑内用周辺機器等
の開発の開発の開発の開発の開発

2 . 12 . 12 . 12 . 12 . 1　耐食超硬合金厚膜形成部材　耐食超硬合金厚膜形成部材　耐食超硬合金厚膜形成部材　耐食超硬合金厚膜形成部材　耐食超硬合金厚膜形成部材
　本テーマの目的は、高耐摩耗・高耐
食性の超硬合金膜を傾斜組成法で厚く

被覆した部材を、石油開発での掘削・
生産用ツール等に適用することである。
技術課題は、鋼の表面に高耐摩耗超硬
合金を、要求特性に応じて経済的に被
覆する技術、及び用途選択した加工部
材の実用性を実証化することである。
　図－４に傾斜組成超硬合金／鋼接合
体の構造概念図を、図－５に接合断面
の硬度分布の一例を示す。鋼の表面に
超硬合金（WC+Co）の Coを傾斜させ
て積層することで、熱応力が緩和され
て界面に割れや剥離のない強固な超硬
合金／鋼の接合体を得た。このような
傾斜機能材料を図－６に示す掘削ツー
ルの一つであるスタビライザーに適用
した。開発品を試作し、平成10年12月
下旬に石油公団柏崎テストフィールド
で、平成11年８月下旬から９月上旬に
かけて三陸沖での基礎試錐の掘削用に
使用し、いずれの場合も従来品よりも
耐摩耗性は高く実用化は可能との結果

コーティッド
チュービング

パッカー

インヒビター
バルブ

(a)  コーティッドチュービング編成概念図

図－2 サンプルの配置場所及び稼働後回収されたサンプル

図－4 傾斜組成超硬合金／鋼接合体の構造

WC-10%CoWC-10%CoWC-10%CoWC-10%CoWC-10%Co
WC-15%CoWC-15%CoWC-15%CoWC-15%CoWC-15%Co
WC-20%CoWC-20%CoWC-20%CoWC-20%CoWC-20%Co

鋼鋼鋼鋼鋼

超硬合金超硬合金超硬合金超硬合金超硬合金

パッカー上設置分 パッカー下設置分

(b)  回収されたサンプル

0.3%C-1%Cr-0.2%Moシームレス鋼管

PTH法でNi基合金C276
を内面コーティング

高強度化 小口径化

0.05%V添加 二次加工
(コールドピルガー圧廷)

焼入れ

焼戻し

焼入れ

焼戻し

850/950℃水冷

680℃空冷

API-5CT-C90

850/950℃水冷

680℃空冷

API-5CT-L80

88.9mm外径×7mm厚
↓↓↓↓↓

73.4mm外径×5.5mm厚

図－3 「基材の高強度化と二次加工技術」開発まとめ
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図－5 接合断面の硬度分布
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を得た。
2.22.22.22.22.2　　　　　YAG-YAG-YAG-YAG-YAG- レーザクラッディング部材レーザクラッディング部材レーザクラッディング部材レーザクラッディング部材レーザクラッディング部材
　本テーマの目的は、YAGレーザクラ
ッディング技術を石油開発での複雑形
状を有する周辺機器等に適用して、腐
食損傷防止や長寿命化によりメンテ費
用の低減等で石油開発コストを下げる
ことである。
　図－７にエルボ管内面クラッディン
グ装置と被覆された管内面の例を示す。
耐摩耗材料をエルボ管内面に被覆し、
国内の湿式ガス田でフィールド試験を

実施した。１年間の結果では耐摩耗性
は良好である。
2 . 32 . 32 . 32 . 32 . 3　実用化への展望　実用化への展望　実用化への展望　実用化への展望　実用化への展望
　開発された技術はフィールド試験の
結果から技術的実証が得られ、実用化
はコストが鍵となる。実証化試験用サ
ンプルの試作先やフィールド試験先か
らもコスト競争力があれば使えるとの
心証を得ている。今後、量産技術等の開
発を通じて優れたコストパフォーマン
スが示されれば商品化は可能であろう。
　また、本テーマで開発された要素技

術を広く活用するために、米国の石油
開発サービス会社を訪問して実用性か
らの技術評価と他製品への応用展開の
可能性について探索した。開発技術に
ついて高い評価を受けた。同時に、2.12.12.12.12.1
の部材では「坑井再開発のための水平
坑井掘削」に使用されるミリングツー
ルに応用したい旨の要望が、また、2.22.22.22.22.2
ではライセンス供与の可能性について
打診があり、前者についてツール試作
用の部材を供与すべく検討中である。

図－6 傾斜組成超硬合金／鋼接
    合材によるスタビライザー 図－7 エルボ管内面クラッディング装置と施工されたサンプル

(a)  エルボ管内面クラッディング装置 (b)  被覆されたエルボ内面

          INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
新製鋼プロセス･フォーラムが参加する

「「「「「2121212121 世紀夢の技術展」世紀夢の技術展」世紀夢の技術展」世紀夢の技術展」世紀夢の技術展」ののののの
お知らせお知らせお知らせお知らせお知らせ

　「21世紀夢の技術展」（主催：日本経済新聞社）が、次代
を担う青少年に研究開発の重要性を認識してもらうことを
目的として、７月から東京ビッグサイトで開催されている。
　ＪＲＣＭが平成３年度から着手し平成11年度に終了した
「新製鋼プロセスフォーラム（環境調和型金属系素材回生
利用基盤研究）」は、(社)日本鉄鋼連盟と協力してこの技術展
に参加している。老廃スクラップから不純物である銅や錫
を効率的に除去し、それら回生されたスクラップを新しい
省エネルギープロセスで再利用する《新製鋼プロセス》を、
＜鉄の面白クイズライブ＞のなかで未来の製鉄技術あるいは
未来環境を守る鉄の技術の一つとして紹介している。
　また、JRCMが現在推進している「21世紀のあかり」も
出展している(前号で紹介)。

期間：平成12年７月21日(金)～８月６日(日)
場所：東京ビッグサイト
費用：当日券＝大人1,500円、高校生500円
　　　中学生以下、高齢者（65歳以上）は無料

「「「「「エエエエエコココココデデデデデザザザザザイイイイインンンンン 20 0 02 0 0 02 0 0 02 0 0 02 0 0 0
ジャパンシンポジウム」ジャパンシンポジウム」ジャパンシンポジウム」ジャパンシンポジウム」ジャパンシンポジウム」

講演募集講演募集講演募集講演募集講演募集
 エコデザイン学会連合が主催、ＪＲＣＭ等が共催する「エ
コデザイン2000ジャパンシンポジウム」が下記のように開
催されます。環境調和型製品設計技術、環境にやさしいプ
ロセス技術、リサイクル・リユース等の逆工程技術等の循
環型社会に向けての技術開発に関する取り組みについて、
発表討論します。また、産業界のケーススタディについて
も中心的トピックとして取り上げていきます。

開催日 ： 平成12年12月13日(水) ～ 15日(金)
会  場 ： 東京ビッグサイト (東京)
講演申込締切 ： 平成12年9月8日(金)
講演論文原稿締切 ： 平成12年10月20日(金)
講演申込： 論文タイトル、講演論文の概要(200字以内)等

をホームページ（http://www.jspe.or.jp/Eco
2000/Eco2000Japan.html）より申し込みお願
いします。

連絡先：  精密工学会
「エコデザイン2000ジャパン シンポジウム」係
〒102-0073
東京都千代田区九段北 1-5-9 九段誠和ビル2F
Tel: 03-5226-5191  Fax: 03-5226-5192
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会員会社紹介会員会社紹介会員会社紹介会員会社紹介会員会社紹介 5 35 35 35 35 3 山田照明株式会社山田照明株式会社山田照明株式会社山田照明株式会社山田照明株式会社

次世代のあかりを目指して次世代のあかりを目指して次世代のあかりを目指して次世代のあかりを目指して次世代のあかりを目指して

■確かな技術に■確かな技術に■確かな技術に■確かな技術に■確かな技術に
裏付けされた感性裏付けされた感性裏付けされた感性裏付けされた感性裏付けされた感性

　山田照明は、1946年(昭和21)に千
代田区外神田で、山田電灯照明器具商
会として（のち社名変更）照明器具の
製造・卸・小売りを主体で創業を開始
しました。日本初の照明器具のショー
ルームを開設し、本格的照明カタログ
を他に先駆けて発刊する等、照明専門
メーカーの位置を確立し、1960年代に
はアームスタンドの代名詞となる画期
的製品「Ｚライト」を発売しました。
　また、ダウンライトを日本で初めて
開発する等、うるおいのある暮らしの
創造を願って数々の商品を世に送り出
してきました。そのあかりに対する取
り組み方は、創業当時から受け継がれ
てきた精神で、確かな技術に裏付けさ
れた時代の感性であり、そこから生み
出されたカタチは国内はもとより海外
でも数々の栄冠に輝いています。

■空間演出からの脱却■空間演出からの脱却■空間演出からの脱却■空間演出からの脱却■空間演出からの脱却

　山田照明のあかりのコンセプトが生
んだ快適空間は、迎賓館 赤坂離宮の
照明補修工事への参画をはじめ、帝国
ホテルの「光の間」「孔雀の間」に代表
される華やかな演出空間、また商空
間・公共施設等あらゆる場で新しい出
合いを演出しつづけてきました。その

多様化・高度
化する建築空
間の演出は、
オリジナリテ
ィーに富み、
あらゆるニー
ズに応えるこ
とのできる卓
越した技術力
と実績を備え、

しなやかな感性の融和から生み出され
てきました。
  創業以来、理想的な照明を求め、よ
り優れたデザインを追求する開発方針
を目指してきましたが、来るべき照明
の新世紀へ向けていち早く先進の技術
と洗練された感覚を融合させ、「人に地
球にやさしい、あかり」を目指し、省
エネルギー・長寿命・省メンテナンス・
バリアフリーを実現させる企業への変
貌を遂げつつあります。

■可能性を秘める■可能性を秘める■可能性を秘める■可能性を秘める■可能性を秘める
次世代のあかり次世代のあかり次世代のあかり次世代のあかり次世代のあかり

　先進のライティングテクノロジーに
より、イマジネーティブな光源の登場
で、照明の可能性が一段と現実味を帯
びてきました。次に紹介する新光源は、
果てしない照明の可能性を含み未来へ
のパスポートともなる技術です。

*UCM Ceramic Metal halidelamps*UCM Ceramic Metal halidelamps*UCM Ceramic Metal halidelamps*UCM Ceramic Metal halidelamps*UCM Ceramic Metal halidelamps

 セラミック発光管を採用した次世代
のコンパクトメタルハライドランプ。
20Ｗという低ワット仕様で高効率・高
演色性は、従来困難であった照明の新
しい用途への使用が期待される画期的
な光源です。この光源を採用した照明
器具は省エネルギーと用途の合致した
器具として注目されています。

***** 高輝度白色高輝度白色高輝度白色高輝度白色高輝度白色 LED Light-Emitting- LED Light-Emitting- LED Light-Emitting- LED Light-Emitting- LED Light-Emitting-

DiodeDiodeDiodeDiodeDiode

 新世代の光源 高輝度ＬＥＤ。ＬＥＤ
半導体から発光する光は、発熱量がほ
とんどなく、従来のランプに比べると
50～100倍近い長寿命。多様化する建
築物へのビルドインが可能で、光の指
向性があり、光を有効に利用できる構
造になっているので、従来のランプを
使用した照明器具に比べ器具効率がき
わめて高くなります。小型軽量で器具
形状の展開が自在なので、いままでの

照明器具では考えられなかったデザイ
ン展開が可能となりました。光源の色
温度展開がしやすく、また調光が可能
等、省エネと長寿命を実現した次世代
の照明となる可能性を備えた器具です。

■快適生活空間の創造へ■快適生活空間の創造へ■快適生活空間の創造へ■快適生活空間の創造へ■快適生活空間の創造へ

　あかりが人をいきいきさせる、生活
空間を快適にさせる。ただ空間を照ら
す機能だけでなく、空間を創る表現手
段としてのあかり。
　人と空間をより豊かに結びつける生
活デザインの要素として、あかりの役
割はますます広がってきました。照明
器具づくりと空間演出・空間デザイン
提案を軸に、照明に求められる多様な
役割を担って「快適生活空間創造」の
ための可能性を追求していきたいと考
えております。

会社概要会社概要会社概要会社概要会社概要
本社：〒101-0021　
東京都千代田区外神田3-8-11
代表取締役社長：山田光夫
創業：1946年9月1日
資本金：5,000万円
社員数：160人

［事務局より：山田照明株式会社は「21世
紀のあかり計画」に参画しています｡］

本社／ショールーム外観

次世代の光源、高輝度白色LED
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開催月日開催月日開催月日開催月日開催月日

7 月 21 日～
８月６日

８月30 日

平成13 年
１月29、30日

会議会議会議会議会議・・・・・イベントイベントイベントイベントイベント
21 世紀夢の技
術展

第10 回
四次元サロン

第３回
スーパーメタル
シンポジウム

場場場場場               所所所所所
東京ビッグ
サイト

ＪＲＣＭ

東京国立オリ
ンピック記念
青少年総合セ
ンター

担担担担担          当当当当当
21 世紀の
あかり推進部
新製鋼技術
研究推進室
研究開発部

研究開発部
アルミニウム
リサイクル技
術推進部

備備備備備          考考考考考
日本経済新聞社主催

東京シリコーン(株)
取締役研究所長
       後閑昭男氏
(財)次世代金属・複
合材料研究開発協
会(ＲＩＭＣＯＦ)と共
催

第第第第第 1010101 01 0 回回回回回

四次元サロンのお知らせ四次元サロンのお知らせ四次元サロンのお知らせ四次元サロンのお知らせ四次元サロンのお知らせ
日時：平成12 年８月 30 日(水)

15:00 ～ 17:30
場所：ＪＲＣＭ会議室
話題：「フッ素樹脂コーティングとその

製品開発事例」
提供：東京シリコーン㈱

取締役研究所長 後閑昭男氏
  詳しくはＪＲＣＭホームページをご覧
ください。



88888

編集後記編集後記編集後記編集後記編集後記

発発発発発          行行行行行 2 0 0 02 0 0 02 0 0 02 0 0 02 0 0 0 年年年年年 88888 月月月月月 11111 日日日日日
編集人編集人編集人編集人編集人 財団法人財団法人財団法人財団法人財団法人     金金金金金属属属属属系材料研究開発センター広報委員会系材料研究開発センター広報委員会系材料研究開発センター広報委員会系材料研究開発センター広報委員会系材料研究開発センター広報委員会
発行人発行人発行人発行人発行人 小島小島小島小島小島     彰彰彰彰彰
発行所発行所発行所発行所発行所 財団法人財団法人財団法人財団法人財団法人     金属系材料研究開発センター金属系材料研究開発センター金属系材料研究開発センター金属系材料研究開発センター金属系材料研究開発センター
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内容に関するご意見、ご質問は事務局までお寄せください。
本誌は地球環境保全を考慮し再生紙を使用しています。
本書の内容を無断で複写複製転載することを禁じます。

広報委員会広報委員会広報委員会広報委員会広報委員会

 材料研究のむずかしさは理学、工学
の両方の思考と知識が要求されること
であろう。これは今後ますます加速さ
れるでしょう。当センターにおいても、
鉄・非鉄金属はもちろん、半導体まで
研究テーマとして取り上げている。さ
らに、分野の境界では生物科学まで関
係している。新しい考え方や方式の提

案、むずかしい課題の解決等には、柔
軟に基に戻って考察できる力が求めら
れる。
 このように研究の学術境界がなくな
ると、研究広報においても広い知識と
偏らない考え方が求められ、小生のご
とき浅学の者には荷が重いとともに責
任が痛感される。　         （Ｋ）

委員長委員長委員長委員長委員長

委委委委委          員員員員員

事務局事務局事務局事務局事務局

川崎敏夫

佐藤  駿 /小泉  明

岸野邦彦 /大塚研一

佐野英夫

白井善久

ＪＲＣＭの思い出ＪＲＣＭの思い出ＪＲＣＭの思い出ＪＲＣＭの思い出ＪＲＣＭの思い出
前専務理事　　鍵本　潔鍵本　潔鍵本　潔鍵本　潔鍵本　潔

　退任に際して、JRCM を設立された産業
界、官庁の関係者のご尽力を思い心からお
礼申し上げます。
　特に、神崎昌久前理事長及び藤原俊朗理
事長には、近年の経済低迷下の技術開発機
関のあり方を、より産業界から評価される
ようリーダーシップを発揮され、今日の活
発な活動をつくっていただいたことを深く
感謝しております。
　大学の諸先生、公立国立の研究機関の先
生のご指導と、賛助会員各社から優れた能
力と機知の持ち主であるスタッフの方々を
派遣していただき、お陰様で職責を全うす
ることができました。
　新エネルギー・産業技術総合開発機構
殿、石油公団殿の方々並びに新旧多くの職
員諸氏及び賛助会員各社の関係者の方々に
謹んでお礼申し上げます。

　「JRCM NEWS」による広報の力を引き
出せたのも、(株)ホツマ殿のご協力によって
おり、この間、JRCMも私もluckyでした。
 思い出は多くございますが、個別よりも
全体の流れのほうに気が入っていたので、
ここでは書けません。ただ、そのためにい
ろんな方々にご心配をおかけしました。フ
ェムト秒の単位で仕事をする機器に関する
ことから、10年近い長期プロジェクトのこ
とまで取り扱わせていただきました。
 一方では、関係者の方々のご意見や職員
の着任、辞任に関する事務等には気を使っ
たつもりですが、微力のため十分でなかっ
たと反省しています。
 JRCMにおかれては今後、理事長、副理事
長及び新専務理事を中心にさらに発展され
ますよう念じています。私個人としては、
比較的楽観的な見通しをもっています。
 本当に長い間、ご指導・ご鞭撻いただき、
誠にありがとうございました。皆様のご健
康とご発展を念じています。


